
令和2年度

小規模多機能型居宅介護　和が家「サービス評価」　　総括表

法人名
有限会社

パートナーステーション

(別紙２－４)

事業所名
小規模多機能型居宅介護

和が家

代表者

管理者

小原　陽一

松塚幸江

法人・
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の特徴

高齢者が慣れ親しんだ地域での生活が継続できるよう、人と人とが助け合い、１日１日が高
齢者の生活にとって質・量ともに適切な支援が受けられ、また個人の尊厳ある生活が確保さ
れていくことを目指します。
自然豊かな春光台に位置する地域性を活かし、毎日の生活の中で自然を感じながら、優しく
穏やかな時間が共有できるよう共に過ごして行きたいと考えます。

項目 前回の改善計画

出席者
市町村職員

人

知見を有するもの 地域住民・地域団体 近隣事業所 事業所職員 その他 合計

1人 4人 人 18人

利用者 利用者家族 地域包括支援センター

職員全員の意見を評価できた。
日頃から意識して取り組むのは難
しい。

取り組みは確認出来るが、
具体的な計画があげられる
と良いと思う。

具体的な改善計画をあげ目標
達成できるように一つ一つ確
認していく。

コロナウイルス感染予防に取り組
んだ一年だった。清掃・消毒・換
気を徹底しておこなった。

コロナ感染予防のため立ち
寄れず判断が難しい点があ
る。　　　　　きれいに整
理・清掃されている。ゆっ
たり感の良い感じを受けて
いる。

継続して感染予防に取り組み
清掃・消毒・換気を徹底して
行う。

前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画

14人 人 38人1人 人

Ｃ. 事業所と地域の
　　かかわり

Ｄ. 地域に出向いて
　　本人の暮らしを
　　支える取組み

Ｅ. 運営推進会議を
　　活かした取組み

Ｆ. 事業所の
　　防災・災害対策

前回同様、継続して聴取を行
うこととできるだけ目標達成
できるよう取り組んでいく

地域の行事やイベントの参加
は継続していく。地域の方々
が気軽に来られるように明る
い挨拶や入りやすい雰囲気作
りに努める

今後も２カ月に１回の運営推
進会議を通じ、事業所報告、
登録者及び職員と地域の皆様
との情報共有に努める

Ａ. 事業所自己評価の
　　確認

Ｂ. 事業所の
　　しつらえ・環境

職員の入社時や会議で施錠に
ついての説明や確認、環境に
ついての確認を行っていく

コロナウイルス感染予防のため、
面会自粛し予防を徹底した。職員
は他者とは電話などで連絡をやり
取りした。

2ヶ月に一回の運営推進会議
を感染予防に努めながら出来
る範囲の事を行っていく。

今後も地域住民の協力を仰ぎ
ながら、避難訓練の実施を
行っていく

2回（避難訓練・地震避難訓練）
訓練を実施したが、秋の訓練は感
染予防のため地域の方は呼べな
かった。

参加できるときはしてい
る。　　災害により避難方
法が異なるので、その指導
は必要だと思う。

災害による避難訓練を実施し
ていく。

地域に知られている。地域
との関わりは感染予防のた
め、できなかったと思う。
仕方ない。

感染予防に努めながら地域と
の関わりが出来る環境作りを
行う。

継続して町内の活動に本人の
意向を尊重しながら支援して
いく

感染対策のため自粛しており地域
の活動中止もあり関わりが出来な
い一年だった。

ドライブしている記事もあ
りコロナ渦の中、車窓から
でも楽しめる工夫は良いと
思った。

感染予防のため会議にて会議にて
集まれるこちが出来なかったため
情報発信はできたが共有や協議が
難しかった。

活動報告はされているが、
集まっての会議が出来ない
ため取り組みについては出
来ていない事と共有が出来
なかった。

感染予防に努めながら本人の
意向を尊重し今できることを
支援していく。


